
村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

総
務
課 

人
権
政
策
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今
月
も
前
月
に
引
き
続
き
、
事
業
者

が
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ

た
総
務
省
の
指
針
の
一
部
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　３
　
合
理
的
配
慮
に
当
た
り
得
る
配
慮

の
具
体
例

（
2
）意
思
疎
通
の
配
慮
の
具
体
例 

•
筆
談
、要
約
筆
記
、読
み
上
げ
、手
話
、

点
字
な
ど
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、 

分
か
り
や
す
い
表
現
を

使
っ
て
説
明
す
る
、
個
々
の
障
害
の

特
性
に
応
じ
た
問
合
せ
先
を
用
意
す

る
な
ど
の
意
思
疎
通
の
配
慮
を
行
う

こ
と
。 

•
情
報
保
障
の
観
点
か
ら
、
見
え
に
く

さ
に
応
じ
た
情
報
の
提
供（
聞
く
こ

と
で
内
容
が
理
解
で
き
る
説
明
・
資

料
、
拡
大
コ
ピ
ー
、
拡
大
文
字
ま
た

は
点
字
を
用
い
た
資
料
、
遠
く
の
も

の
や
動
き
の
速
い
も
の
な
ど
触
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
を
確
認
で
き
る

模
型
や
写
真
等
の
提
供
等
）、
聞
こ

え
に
く
さ
に
応
じ
た
視
覚
的
な
情
報

の
提
供
、
見
え
に
く
さ
と
聞
こ
え
に

く
さ
の
両
方
が
あ
る
場
合
に
応
じ
た

情
報
の
提
供（
手
の
ひ
ら
に
文
字
を

書
い
て
伝
え
る
等
）、
知
的
障
害
そ

の
他
の
障
害
を
持
つ
障
害
者
に
配
慮

し
た
情
報
の
提
供 （
伝
え
る
内
容
の

要
点
を
筆
記
す
る
、
漢
字
に
ル
ビ
を

振
る
、
な
じ
み
の
な
い
外
来
語
は 

避
け
る
等
）を
行
う
こ
と
。
そ
の
際
、

各
媒
体
間
で
ペ
ー
ジ
番
号
等
が
異
な

り
得
る
こ
と
に
留
意
し
て
使
用
す
る

こ
と
。

•
障
害
者
と
話
す
際
は
、
相
手
の
正
面

を
向
い
て
口
の
動
き
が
分
か
る
よ
う

に
話
す
こ
と
。 

•
比
喩
表
現
等
の
理
解
が
困
難
な
障
害

者
に
対
し
、
比
喩
や
暗
喩
、
二
重
否

定
表
現
な
ど
を
用
い
ず
に
具
体
的
に

説
明
す
る
こ
と
。

•
意
思
疎
通
が
不
得
意
な
障
害
者
に
対

し
、
絵
カ
ー
ド
等
を
活
用
し
て
意
思

を
確
認
す
る
こ
と
。

•
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
音
声
読
み
上
げ
ソ

フ
ト
に
対
応
さ
せ
る
な
ど
、
通
信
・

放
送
技
術
を
活
用
し
、
視
覚
・
聴
覚

障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
も
の
と
す

る
こ
と
。

（
3
）ル
ー
ル
・
慣
行
の
柔
軟
な
変
更
の

具
体
例 

•
障
害
者
が
立
っ
て
列
に
並
ん
で
順
番

を
待
っ
て
い
る
場
合
に
、
周
囲
の
理

解
を
得
た
上
で
、
当
該
障
害
者
の
順

番
が
来
る
ま
で
椅
子
な
ど
を
用
意
す

る
こ
と
。 

•
ス
ク
リ
ー
ン
、手
話
通
訳
者
等
、板
書
、

教
材
等
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
、
ス

ク
リ
ー
ン
等
に
近
い
席
を
用
意
す
る
、

周
囲
の
騒
音
が
入
り
に
く
い
環
境
を

用
意
す
る
等
の
措
置
を
行
う
こ
と
。 

•
他
人
と
の
接
触
、
多
人
数
の
中
に
い

る
こ
と
に
よ
る
緊
張
等
に
よ
り
、
発

作
等
が
あ
る
場
合
、
緊
張
等
を
緩
和

す
る
た
め
、
当
該
障
害
者
に
説
明
の

上
、
障
害
の
特
性
や
施
設
の
状
況
に

応
じ
て
別
室
を
準
備
す
る
こ
と
。 

•
事
務
手
続
の
際
に
、
職
員
等
が
必
要

書
類
の
代
読
・
代
筆
を
行
う
こ
と
。

　
皆
様
の
職
場
等
に
お
い
て
も
、
総
務

省
の
指
針
を
参
考
に
し
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
で
、
す
べ
て
の
方
が
働
き
や

す
く
過
ご
し
や
す
い
環
境
へ
と
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「障害者差別解消法」についてお伝えします。

　村高齢者学級の開講式および第１回学級が久木野総合
センターで行われ、60歳以上の村内老人クラブ会員
200人が参加しました。
　開講式に続いて行われた第1回学級では、大分県別府
市から松本久美子氏（ことの葉クローバー代表、フリー
アナウンサー）が講師に招かれ、「言葉は心の食材～福こ
とば・毒ことば・置きことば～」と題して、コミュニケー
ションや言葉の大切さについての講演がありました。会
場は絶えず笑い声が響いていました。

大分弁で楽しく講演された講師の松本久美子氏

　中松小学校5・6年生たちが、同校近くの田んぼで泥
リンピックを行いました。
　田植え前のしろかきとして毎年恒例で行われており、
鬼ごっこや馬跳びなどをして走り回った後に、児童たち
は丁寧に肥料をまきました。
　学校に戻り、温泉で泥の汚れを落としている最中も笑
い声が絶えず、「田んぼの中に入って泳いだのが楽しかっ
たです」と、児童たちは毎年泥リンピックを楽しみにし
ているようでした。

泥だらけになりながら田んぼに肥料をまく児童たち

　東急ゴルフ場の敷地内にて、喜多北小倉造林組合によ
る「楓（ふう）の木」の植樹式が行われました。
　当日は同造林組合、東急ゴルフ場、喜多地区住民、農
政課、東海大学農学部の教授や生徒など31人が参加。
約30本の苗木が植えられました。
　楓の木は台湾から中国南部原産で江戸時代に日本に渡
来したとされ、根がしっかりと生えるため、土砂災害防
止としての願いも込めて植えられました。
　今後この楓の木は、東海大学農学部で根の調査を実施
していく予定です。

一本ずつ丁寧に植樹された楓の木

楽しく学び続ける場
村高齢者学級 開講式・第1回学級

4
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　この度、ビートニックス株式会社代表 三宅光幸氏（作
曲家：ミヒマルGT）から村へ、震災復興支援として楽曲
の目録贈呈がありました。
　楽曲はこれから制作されますが、村では今回贈呈され
る楽曲を基に、子どもから高齢者まで誰もが気軽に踊る
ことができる「村民音頭」の制作をすすめていく予定です。

楽曲を贈呈されたビートニックス株式会社代表 三宅光幸氏（右）

村民が親しむ楽曲に
復興支援として楽曲を贈呈（三宅光幸氏）

4
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Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題

土砂災害防止の願いも込めて
楓（ふう）の木　植樹式

4
28

田んぼに子どもたちの笑い声
中松小学校 泥リンピック

5
10
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